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日本の住宅･長寿化への設計図
住み続け、住み継ぎ、すまい文化を育てる／消耗品から居住資産へ

■第 10 回　９月 13 日 ( 土 )

　フローからストック時代へのハウジング

　　長谷川洋（国土交通省国土技術政策総合研究所主任研究官）

■第 11 回　10 月 11 日 ( 土 )    

　長期耐用を目指す住宅・住宅地の開発

　　前田雅信（積水ハウス設計部大阪計画設計室部長）

■第 12 回　11 月８日 (土 )　この回は４時 30 分終了

　いつまでも愛され住み継がれる住まい　

　①愛着がもたれる住宅デザイン

　　竹山清明（京都府立大学助教授）

　②住んで価値のでる住宅ストックとその流通―日米比較

　　村山隆英（日本生命保険（相）不動産部課長）

＜ごあんない＞

　アジアでは、住宅は世代ごとに建て替える

ことを良しとして、軽い造りを好む傾向がみ

られました。

　しかし、現在日本のハウジングは大量の資

源と資金を用いて建設され、より長期にわ

たって使用される長期耐用財へと移行しつつ

あります。ところが、その開発実態をみると、

生活変化への対応性、愛着のもてるデザイン、

適切なメンテナンスやリフォームサービス、

資産評価と流通性などにおいて旧態依然とし

た状態にあります。

　今回のフォーラムでは、いつまでも住んで

楽しく、住み継がれる住宅のあり方＝日本と

海外における住宅長寿化の条件を、理論と実

践両面におけるエキスパートたちとともに展

望します。成熟社会の住環境づくりや地球環

境問題への寄与にもつながるテーマです。

　学生や市民の方々にもぜひおすすめいただ

き一緒にご参加ください。

時　間　午後１時 30 分 ～ ４時 00 分

会　場　梅田スカイビル　ウエスト 22 階

交　通　JR 大阪駅中央北口から徒歩９分

参加費　1000 円（資料代含）、会員 800 円

　　　　学生 500 円、3回分通し券 2000 円

申　込　FAX	0774-73-5701	またはメールで

	 　お知らせください。

	 	 （当日受付もあります。先着 100 名）

	 ＊詳細はＨＰをご覧ください。

  http://www.n-bunko.org/

コーディネーター　

（文庫副理事長）


